
 

 

 

 

 

 

県内で長期間にわたって交通死亡事故が多発していることを受け、７月７日、交通死亡 

事故多発緊急事態宣言が発令され、期間最終日の１６日、県庁前において広報啓発活動 

「人の輪作戦」が実施されました。 

 

当協会も県警や関係団体の皆さんと沿道 

に立ち、ハンドプレートや幟旗を掲げてドラ 

イバーの皆様に安全運転を呼びかけました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 夏場は運転中の疲れがたまりやすく、すぐ 

に眠気を催すことがあります。 

普段から睡眠を十分に取ることを心がけま 

しょう。 

決して睡眠不足でハンドルを握らないよう 

気をつけてください。 

● 夏場は熱中症のリスクが高まりますので、 

運転開始前に水分を補給しましょう。 

運転途中でも水筒やペットボトル等で定期 

的に水分を補給するとよいでしょう。 

● 夏場は天候が不安定です。雷雨や強風など 

突発的な気象現象が発生しやすく、天候の急 

変には十分注意しましょう。 

● 運転開始前に十分な車両点検と整備を行っ 

てください。 

特にブレーキやタイヤなど安全に直結する 

部分は念入りに確認しましょう。 

 

これから夏休みやレジャーシーズンに入り、交通量が増加して渋滞が発生しやすくなります。 

イライラせず、ゆとりを持った運転を心がけ、交通事故防止に努めましょう。 

当協会からのお願い 

人の輪作戦を実施  
～交通事故防止を呼びかけ～ 


